
平成 29 年度 事業予算調書 会計 2 款 3 項 6 目

区分 2.

※（　　）は前年度予算額

事業
通番

4. (5)

200 千円 ※該当テーマ

（ ) 1 地域協働推進事業
※事業の目的（事業立案の検討視点など）

 

( ) ※事業の概要

( )

＜初年度＞

( ) ・ 作品公募（H29.7月から翌５月頃予定）

200 ＜次年度＞

( ) ・ 作品審査（H30.６月予定）

・ 展覧会（H30.７月末から８月初旬頃予定）

( )

特定財源名及び補助率・充当率 ※事業の方法（対象など）

　厚田アクアレール実行委員会が行う事業に対し費用の一部を補助金として交付（地域づくり基金活用）する。

※事業の効果
（１）作品応募、展覧会観覧者などの厚田への来訪者増 第１回 第２回 第３回

（２）メディア、インターネット、口コミなどを通じてた「厚田」の知名度アップへの貢献 H24 H26 H28

要求額のうち今年度限りのもの （３）市民が芸術に触れる機会の増 応募者数 120 86 113

応募点数 157 106 143

※今後の事業計画 入場者数 1,233 919 792

（１）開催規模、内容、会場等の見直しが必要で、開催継続に向けた検討

（２）自主財源の確保など自立運営への取り組み 【年度別事業費見込み】 （単位：千円）

　 ・水彩画教室やバスツアー企画などの自主事業を構想中 Ｈ27 Ｈ28 H29 H30 H31 H32 H33以降 合計

496 1,964 400 1,900 4,760

次年度（H30）における増額要素

0

※事業量の増に伴う人員の要求 0

なし 0

248 982 200 950 2,380

248 982 200 950 0 0 0 2,380

　公募期間と展覧会開催を2年に1度
のスパンとしており、H29年度は作品
公募・H30年度は展覧会開催を予定。

自主財源

市補助金

賃金・報償
費・需用
費・委託

料・役務費

需用費・役
務費

賃金・報償
費・需用
費・委託

料・役務費

需用費・役
務費

区分/年度

事　業　費

（主な事業項目）

一般財源

要求額
関連課名

査定案
　・実行委員会組織による水彩画展（募集から審査・展覧会）開催を通じて、全国に厚田を「知る・訪れる」きっかけ作りを進める一方で、市民にも優れた
　  芸術に触れることや開催の誇りを共有することを通して文化面から活力あるまちづくりを進める。

【財源内訳】

国庫支出金

道支出金 　・アクアレール水彩画展は、１年後の展覧会開催に向けた作品募集年度と、展覧開催当該年度の２年に１度のスパンとした事業。
　・平成23年度の作品募集から24年の展覧会開催を第１回として、これまで３回の開催を数え、平成30年の第4回開催に向けた作品公募の年度。

市債

その他財源

(2) 地域特性を生かした産業振興

事業名 あつた水彩画展芸術文化振興事業 23700 総合戦略
地域の魅力や可能性を活かした
賑わいづくり

当初要求 一般

所管課名 厚田支所地域振興課 予算事業名 地域自治区振興事業費 政策経費 重点施策


